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倫理というと,なんとなくいかめしく.身構えてしまうのですが,

本来は人の/しき)).身の処しノ)'といった･:よ味のようです 人の生き

方は.時代と共に変りますから,倫理も不変ではあり得ません.ア

リス トテレスの倫理学が現代にそのまま適用できるはずはないので

す_殊に,書l会の大きな変半期には倫理も大きく変ります

現代の枇会にfEl,tr7報.迎lj技術が人きな変･Yiをもたらしてい

ることは周知の叩'Lです.人々の慈しも.増え方もこれらの技術の

影響を抜きにしては.治れません.情報辿イL言ネットワ-クの ･桝の発

展に伴って,史にその変化は大きくなっていくでしょう.とすれば,

倫理も変っていかねばなりません.コンピュータ犯:)巨やカード犯罪.

コンピュータウィルスの増加は,人々の倫理観が時代の変遷に追い

ついていない粁米とみることもできます.今･後も.fl7報適イu'による

効 竿竹 ･利他†ト 快適さの追求の喪側で史に多くの関越が生まれて

くることは脊場にlll像できます

社会のdl･JJ珪肺報化を髄令に進JiGさせていくためには,新たな倫Jlli

117円家だけでできるものではありません 倫理はII.会食作がIlり目

していくものです しかし,は術が引会に与える影ヤギ与を洞賀そし.倫

理 ヒどのようなF‡り越がLI=_じ粥るかを指摘するには.LI,I-l"1家のノJが必

毅です 1LlL.何が倫JlIILのrZりEZiであるかの判断はミ引■rJ家だけでは

難しく.倫IIp-)f'.法''(''.約㍍乍などの分野の人も交えて議論する必

要があるでしょう

また,このような問也についての社会のh.71講を深め,コンセンサ

スを形成していくには, 一般の人々には術を理射してもらう必紫が

あります.技術をわかりやすく軌兎し.だれにでも親しみやすいも

のにすることも,tJIF-Ll家の盛宴な役割です

史に,E引巾や介護十に朕しい倫理_が要求されるように,利会に大

きな影帝を月j-える技術のi打つ'iにも,-krLとは穴なる倫理濃埠が要

求されるのは当然です.このような技祢l者倫理についても.中門蒙

だけで講;...hできるわけではありませんが.額門家が主体的に々えで

いく必要があります

以上のような協和の開祖は,個々の捌'り家が対処できるものでは

ありません 学会が中心的役割を果たす必要があります.昨年.本

学会に情報通㍍倫理研究会が発足したことは時宜を得たことといえ

ましょう TE/.fl'l報.jd lu技術が今後の引会の濃盤となる以上.

これらの技術にかかわる倫理は将来の札会のあり方そのものを規定

するものといってもよく.それだけにこの間詔に関する本乍会の1'1

虜はLlLIいといわねばなりません


